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深く根づく伝統芸能

　
南
国
的
な
色
彩
と
豪
壮
な
踊
り
で
全

国
的
に
有
名
で
す
。胸
に
太
鼓
を
抱
き
、

和
紙
を
主
に
し
た
幟（
の
ぼ
り
）を
背

負
い
、
八
朔（
は
っ
さ
く
）の
日
、
氏
神

や
水
神
、
火
神
の
神
々
に
終
日
奉
納
さ

れ
ま
す
。 下

水
流
臼
太
鼓
踊

【
し
も
づ
る
う
す
だ
い
こ
】

国
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

　
11
月
、
神
屋
に
は
神
の
寄
代（
よ
り

し
ろ
） と
し
て
𨕫（
し
め
）が
立
ち
、神
々

が
迎
え
ら
れ
ま
す
。
奉
納
さ
れ
る
夜
神

楽
の
三
十
三
番
は
、講
中（
こ
う
じ
ゅ
う
）

組
織
の
中
の
祝
子（
ほ
う
り
）た
ち
が
、

神
と
同
体
に
な
っ
て
徹
夜
で
舞
い
続
け

ま
す
。 尾

八
重
神
楽

【
お
は
え
か
ぐ
ら
】

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　
東
米
良
銀
鏡
地
区
は
、
九
州
山
地
に

連
な
る
竜
房
山
を
背
後
に
ひ
か
え
た
山

村
で
す
。
銀
鏡
神
社
は
、
そ
の
東
米
良

の
霊
山
と
い
わ
れ
る
竜
房
山
の
山
岳
信

仰
を
中
心
と
し
て
発
展
し
て
き
た
神
社

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
銀
鏡
神
社
に
神
々
を
迎
え
た
12
月
の

冬
祭
り
、
神
屋（
こ
う
や
）に
は
猪
の

頭
も
必
ず
供
え
ら
れ
ま
す
。
夜
神
楽
の

三
十
三
番
目
が
、
災
い
を
祓（
は
ら
）い

無
事
を
祈
り
厳
粛
に
奉
納
さ
れ
ま
す
。

銀
鏡
神
楽

【
し
ろ
み
か
ぐ
ら
】

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

　Traditional performing arts of 
double drum dance and Kagura 
（Shinto music and dance numbers） 

show you the  im portance  o f 
inheriting traditional culture and 
traditions in SAITO. 

32番「シシトギリ」

西之宮大明神（銀鏡神楽）

祭壇に供えられる「オニエ」と
呼ばれる猪頭


